
序　　文

　昨今我が国では、「特殊教育」から「特別支援教育」へと、障害のある子どもの教育が大きな変化を

遂げようとしています。そしてそのための制度整備も着々と行われ、障害のある子どもの教育のみな

らず、小・中学校等も含めた教育の分野全体が大きく変わりつつあることが実感されるようになりま

した。他方、教育の実践現場では周囲の具体的な変化の多様さや急激さにとまどいや不安を隠せない

部分も多くあることは確かです。

　その要因の一つとして、私たち自身が具体的な個々の変化に対して、依って立つ身近な観点からそ

の変化を捉えようとしてしまう、ということが挙げられましょう。

　しかし、一旦そのような捉え方を変えて国際的な視野に立ってみると、それら変化の意味がかなり

明確に見えてくる部分が多いのではないか、と思われます。なぜならば、それら変化の背景には、国

際レベルからみた多分野にわたる動向とかなり密接に連動している部分が多いからです。

　今、日本では様々な分野において「国際化」ということが叫ばれていますが、障害のある子どもの

教育に関して、改めて国際的な視野から日本の現状を捉え直してみることが今後重要となってくるの

ではないでしょうか。

　以上のような意味からも、この「世界の特殊教育ⅩⅩ（20）」は従前以上に国内における関係者の方々

にお読み頂けますよう努力して参りたいと思います。

　この「世界の特殊教育ⅩⅩ（20）」が、我が国はもとより、世界各国における障害のある子どもの教育

の発展に寄与できることを願って本書を発行致します。

　平成18年３月

企画部国際交流担当　
総合研究官　　　　　

笹　本　 　健
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